
〒102-0093
東京都千代田区平河町2-4-2
代表 TEL 03（3262）5234
旬報 TEL 03（3262）2309
発行人 原田　正司

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���

地方交付税の執行抑制に関する共同声明

特例公債法案成立の目途が未だに立たないことを
受け、本日の閣議において、財務大臣から当面の予
算執行について可能な限り後ろ倒しを図るよう要請
がなされ、これを受けて総務大臣から普通交付税の
１１月分について、暫定的な対応として、道府県分・
市町村分ともに、当面交付を見合わせる旨の発言が
あったところである。

道府県においては、既に９月分について月割り交
付となっており、これにより生じた資金不足に対処
するため、金融機関からの短期借り入れを行ってい
る団体もある。執行抑制の影響が市町村に及ぶ事態
となれば、財政力や資金調達力が弱い団体が多数を
占めることから、その影響はさらに深刻なものとな
ることは避けられない。

もとより、地方交付税は、義務的なものを中心に
国民生活に直結する行政サービスを提供するための
財源であり、その交付が遅滞することは、国民生活
に極めて重大な影響を及ぼすことになりかねない。

よって、国会及び政府におかれては、特例公債法
案の取扱いなど適切な対応を図り、地方の固有財源
である地方交付税の交付に支障を生じさせることが
ないよう、強く要請する。

平成２４年１０月３０日
地方六団体
全 国 知 事 会 会 長 山田 啓二
全国都道府県議会議長会会長 山本 教和
全 国 市 長 会 会 長 森 民夫
全 国 市 議 会 議 長 会 会 長 関谷 博
全 国 町 村 会 会 長 藤原 忠彦
全国町村議会議長会会長 �橋 正

本
会
の
国
と
地
方
の
協
議
の
場

等
に
関
す
る
特
別
委
員
会
（
委
員

長
�
中
川
貴
元
・
名
古
屋
市
会
議

長
）
は
１１
月
５
日
、
東
京
・
全
国

都
市
会
館
で
第
５
回
委
員
会
を
開

き
、「
第
３０
次
地
方
制
度
調
査
会
」

「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」
に
関

す
る
対
応
を
協
議
し
た
。
ま
た
、

欠
員
と
な
っ
て
い
た
副
委
員
長
の

補
欠
選
任
の
結
果
、
小
澤
敏
明
・

草
加
市
議
会
議
長
を
選
任
し
た
。

当
日
の
協
議
事
項
と
な
っ
た
地

制
調
や
協
議
の
場
へ
の
対
応
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
に
対
し

本
会
の
考
え
方
を
示
す
必
要
が
あ

る
と
本
会
が
判
断
し
、
本
会
と
し

て
申
し
入
れ
る
べ
き
内
容
を
整

理
。
ま
と
め
ら
れ
た
内
容
は
、
地

制
調
設
置
の
専
門
小
委
員
会
、
本

会
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
六
団
体

の
代
表
が
出
席
す
る
国
と
の
協
議

の
場
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
意
見
と

し
て
具
申
す
る
こ
と
と
し
た
。

直
近
の
地
制
調
専
門
小
委
は
７

日
、
協
議
の
場
は
８
日
に
開
催
さ

れ
る
予
定
。
７
日
開
催
の
第
２３
回

専
門
小
委
で
は
「
大
都
市
制
度
の

あ
り
方
」
、
協
議
の
場
で
は
「
平

成
２５
年
度
政
府
予
算
編
成
」
「
地

域
主
権
推
進
大
綱
」
「
地
方
公
務

員
制
度
改
革
」
を
議
題
と
し
て
予

定
し
て
い
る
�
専
門
小
委
と
協
議

の
場
の
紹
介
記
事
は
次
号
へ
掲

載
。当

日
は
総
務
省
の
望
月
達
史
・

自
治
行
政
局
長
が
、
第
３０
次
地
制

調
の
動
向
を
説
明
し
た
。

全
国
市
議
会
議
長
会
（
会
長
�

関
谷
博
・
下
関
市
議
会
議
長
）
を

は
じ
め
と
す
る
地
方
六
団
体
は
１０

月
３０
日
、
地
方
交
付
税
の
執
行
抑

制
に
関
す
る
共
同
声
明
�
左
上
掲

�
を
発
表
し
た
。

共
同
声
明
は
、
１１
月
分
の
普
通

地
方
交
付
税
の
交
付
を
特
例
公
債

法
案
が
成
立
す
る
ま
で
の
間
、
暫

定
的
に
見
合
わ
せ
る
と
す
る
政
府

方
針
を
受
け
て
の
も
の
。
城
島
光

力
・
財
務
相
は
、
１０
月
３０
日
の
記

者
会
見
で
特
例
公
債
法
案
が
成
立

し
な
い
場
合
、
国
の
財
源
が
１１
月

末
に
枯
渇
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
し

て
い
る
。
し
か
し
、
地
方
交
付
税

は
、
国
民
生
活
に
直
結
す
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
貴

重
な
財
源
。
万
が
一
、
職
員
給
与

が
払
え
ず
、
消
防
職
員
を
自
宅
待

機
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と
と
な
れ

ば
、
不
測
の
事
態
に
対
応
で
き
な

い
。
共
同
声
明
で
は
、
執
行
抑
制

に
疑
念
を
呈
し
た
。

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1850号１１月１５日平成24年
（2012年）

政政
府府
へへ
のの
申申
しし
入入
れれ
事事
項項
整整
理理
本会

国
と
地
方
の
協
議
の
場
等
特
別
委
員
会

執
行
抑
制
で
共
同
声
明
地 方
六団体

普
通
交
付
税
の
交
付
見
合
わ
せ
で 特別委員会委員長

中川貴元（名古屋市）

左から順に副委員長に選任された小澤・草加市議長、
中川・委員長、望月・自治行政局長、中澤・副委員長

（１） 平成２４年１１月１５日 第１８５０号
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電
子
化
の
恩
恵
多
岐
に

呉
市
は
人
口
２４
万
２
２
５
２
人

（
平
成
２４
年
３
月
末
現
在
）
、
う
ち

６５
歳
以
上
が
７
万
２
３
３
７
人
と

人
口
の
約
３０
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
こ
の
四
半
世
紀
で
６５
歳
以
上

人
口
が
１
・
８
倍
に
ま
で
増
加
す

る
な
ど
少
子
高
齢
化
の
進
展
が
著

し
く
、
２３
年
３
月
の
住
民
基
本
台

帳
ベ
ー
ス
で
は
高
齢
化
率
は
人
口

１５
万
人
以
上
の
都
市
で
最
も
高
い

結
果
で
す
。
同
市
の
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
数
も
５
万
５
１
０
５

人
と
人
口
の
２３
％
を
占
め
て
い
ま

す
。同

市
で
は
、
高
齢
化
の
進
展
に

伴
い
、
市
民
の
健
康
と
と
も
に
医

療
費
の
増
加
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
国
民
健
康
保
険
に
お
け
る

１
人
あ
た
り
の
医
療
費
は
、
２３
年

度
の
速
報
値
で
４０
万
８
０
０
０
円

と
全
国
平
均
の
３０
万
５
０
０
０
円

の
約
１
・
３
倍
の
水
準
に
ま
で
達

し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
同
市
が
着
目
し
た
の
が

レ
セ
プ
ト
の
電
子
化
に
よ
る
市
民

の
健
康
管
理
で
し
た
。
レ
セ
プ
ト

と
は
患
者
が
受
け
た
診
療
に
つ
い

て
、
医
療
機
関
が
市
町
村
や
健
康

保
険
組
合
等
の
保
険
者
に
請
求
す

る
明
細
書
の
こ
と
。
電
子
化
す
る

こ
と
で
▽
重
複
・
頻
回
受
診
者
リ

ス
ト
▽
２
次
・
３
次
予
防
の
た
め

の
生
活
習
慣
病
リ
ス
ト
▽
薬
剤
の

併
用
禁
忌
―
な
ど
様
々
な
分
析
や

取
組
み
が
効
率
的
に
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

電
子
化
は
、
医
療
提
供
の
重
複

化
や
頻
繁
に
外
来
受
診
を
し
て
い

る
患
者
を
抽
出
す
る
こ
と
に
役
立

ち
ま
す
。
適
切
な
保
健
指
導
が
可

能
と
な
り
、
医
療
費
の
適
正
化
や

被
保
険
者
の
負
担
軽
減
に
繋
が
り

ま
す
。

生
活
習
慣
病
対
策
に
も

生
活
習
慣
病
の
対
策
に
お
い

て
、
レ
セ
プ
ト
の
電
子
化
が
大
き

く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

呉
市
で
は
生
活
習
慣
病
の
疾
病

別
人
数
と
１
人
当
た
り
の
医
療
費

を
レ
セ
プ
ト
分
析
し
ま
し
た
。
結

果
、
患
者
数
で
は
▽
糖
尿
病
▽
脂

【
３
面
へ
続
く
】

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

は
後
発
医
薬
品
と
も
呼
ば

れ
、
先
発
医
薬
品
と
治
療
学
的
に

同
等
で
あ
る
も
の
と
し
て
製
造
販

売
が
承
認
さ
れ
た
も
の
で
す
。

一
般
的
に
開
発
費
用
が
安
く
抑

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
先
発
医
薬

品
に
比
べ
て
薬
価
が
安
く
な
っ
て

い
ま
す
。
患
者
負
担
が
抑
制
可
能

な
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
へ
の
切
り
替
え

に
呉
市
は
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

市市 政政

ニニュューースス

解説

呉
市
は
少
子
高
齢
化
の
進
展
が
著
し
く
、
２３
年
度
に
策
定
し
た

「
第
４
次
長
期
総
合
計
画
」
で
は
市
民
の
健
康
づ
く
り
の
推
進
を
重

点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。
同
市
で
は
市
民
の
健
康

面
の
ほ
か
、
高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
、
医
療
費
の
増
大
な
ど
市
の
財

政
面
で
も
深
刻
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
市
民
の
健
康
と
市
の
財
政
の
課
題
を
同
時
に
取
組
め
る
方

法
を
模
索
。
「
レ
セ
プ
ト
の
電
子
化
」
に
行
き
つ
き
ま
し
た
。
電
子

化
は
生
活
習
慣
病
の
予
防
、
重
症
化
な
ど
を
抑
制
、
市
民
の
健
康
の

保
持
、
増
進
の
ほ
か
医
療
費
の
適
正
化
な
ど
様
々
な
恩
恵
を
も
た
ら

し
て
い
ま
す
。
本
紙
で
は
同
市
の
取
組
み
を
取
材
、
２
面
か
ら
３
面

に
か
け
、
政
策
の
概
要
を
掲
載
し
ま
す
。

電電
子子
レレ
セセ
ププ
トト
でで
市市
民民
のの
健健
康康
管管
理理

広島県呉市

市
の
国
保
財
政
健
全
化
に
も
寄
与

３画面を用いて縦覧点検をすることにより、レセプト点検
の効率化が図られています

第１８５０号 平成２４年１１月１５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報



【
２
面
か
ら
続
く
】

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
促
進
へ

レ
セ
プ
ト
の
電
子
化
は
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普
及
促
進
に

も
役
立
っ
て
い
ま
す
。
レ
セ
プ
ト

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
で
、
国
保
被

保
険
者
の
患
者
へ
処
方
さ
れ
て
い

る
医
薬
品
の
チ
ェ
ッ
ク
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
呉
市
で
は
チ
ェ
ッ
ク
の

結
果
、
患
者
へ
処
方
さ
れ
て
い
る

医
薬
品
が
先
発
医
薬
品
で
、
な
お

か
つ
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の

切
り
替
え
が
可
能
な
場
合
、
患
者

へ
医
薬
品
の
切
り
替
え
が
可
能
で

あ
る
こ
と
を
通
知
す
る
「
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
促
進
通
知
サ
ー
ビ

ス
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

同
程
度
の
薬
効
を
得
ら
れ
、
し

か
も
患
者
の
費
用
負
担
を
抑
制
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
は
、
同
市
に
よ
る

と
全
国
で
も
市
町
村
国
保
で
は
初

の
試
み
。
同
市
の
国
保
被
保
険
者

は
、
同
市
か
ら
受
け
取
っ
た
通
知

書
を
医
療
機
関
あ
る
い
は
調
剤
薬

局
へ
示
す
こ
と
で
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
へ
切
り
替
え
ら
れ
る
選

択
肢
を
持
つ
こ
と
が
可
能
と
な
っ

て
い
ま
す
。

２４
年
３
月
の
時
点
で
は
、
抽
出

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
の
照
合
に
基
づ

き
約
３
０
０
０
人
へ
通
知
を
送
付

し
ま
し
た
。
通
知
の
発
送
業
務
は

民
間
事
業
者
へ
委
託
し
、
事
業
の

効
率
化
も
図
っ
て
い
ま
す
。

医
療
費
の
削
減
効
果
も
大
き

く
、
２３
年
度
は
１
億
２
３
９
８
万

円
の
削
減
に
成
功
し
ま
し
た
。
個

人
負
担
分
の
削
減
効
果
額
も
３
割

負
担
で
算
出
し
た
場
合
、
３
７
１

９
万
円
の
削
減
と
患
者
負
担
も
和

ら
げ
て
い
ま
す
。
差
額
通
知
を
受

け
た
多
く
の
方
が
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
の
良
さ
を
実
感
し
て
い
ま

す
。２０

年
７
月
に
第
１
回
の
差
額
通

知
を
実
施
し
て
以
来
、
２４
年
３
月

ま
で
に
４５
回
差
額
通
知
を
送
付
。

そ
の
結
果
、
通
知
開
始
２
年
後
に

は
通
知
者
の
累
計
約
７０
％
が
切
り

替
え
ま
し
た
。
２４
年
３
月
に
は
通

知
者
の
累
計
約
８０
％
、
１
万
８
５

５
２
人
が
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

へ
切
り
替
え
ま
し
た
。
同
市
は
レ

セ
プ
ト
の
電
子
化
を
利
用
し
た
様

々
な
施
策
で
市
民
と
真
摯
に
向
き

合
っ
た
結
果
、
国
保
財
政
の
健
全

化
も
果
た
し
ま
し
た
。

質
異
常
症
▽
高
血
圧
症
―
が
上
位

を
占
め
て
お
り
、
１
人
あ
た
り
の

医
療
費
で
は
、
人
工
透
析
に
必
要

と
な
る
費
用
が
最
も
高
い
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
人
工
透
析
と
生

活
習
慣
病
の
関
連
性
は
大
き
く
、

２２
年
度
の
外
来
レ
セ
プ
ト
に
よ
る

分
析
で
は
人
工
透
析
を
受
け
て
い

る
１
１
２
人
の
患
者
全
員
が
、
何

ら
か
の
生
活
習
慣
病
を
患
っ
て
い

ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
現
状
を
危
惧
し
て
同

市
で
は
様
々
な
保
険
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
生
活
習
慣
病
対
策

で
は
電
子
レ
セ
プ
ト
を
参
考
に

し
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
リ
ス
ト

を
作
成
。
生
活
習
慣
病
放
置
者
へ

の
受
診
勧
奨
や
訪
問
指
導
等
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

人
工
透
析
は
、
腎
臓
疾
患
に
対

す
る
処
置
の
中
で
も
最
終
手
段
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
ま
す
。
同
市

で
は
医
療
を
受
け
る
国
保
の
被
保

険
者
が
、
人
工
透
析
へ
至
ら
な
い

よ
う
予
防
す
る
こ
と
に
力
を
注
い

で
い
ま
す
。
人
工
透
析
へ
至
る
患

者
が
抱
え
る
病
例
の
最
多
は
「
糖

尿
病
性
腎
症
」
。
同
市
で
は
、
こ

の
病
気
を
予
防
す
る
た
め
、
個
別

面
談
や
電
話
指
導
な
ど
を
通
じ
市

民
の
健
康
を
守
る
よ
う
努
め
て
い

ま
す
。
レ
セ
プ
ト
の
電
子
化
が
市

民
の
健
康
を
守
る
一
翼
を
担
っ
て

い
ま
す
。

呉呉

市市

のの

紹紹

介介

呉
市
は
広
島
県
内
で
第
３
位
の

人
口
規
模
を
誇
る
都
市
で
す
。
古

く
は
海
軍
の
拠
点
で
あ
っ
た
た

め
、
海
軍
工
廠
の
医
療
施
設
な
ど

が
充
実
し
て
お
り
、
現
在
で
も
４

０
０
床
以
上
の
病
院
が
３
つ
あ
り

ま
す
。
旧
軍
港
な
ら
で
は
の
大
和

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
中
心
に
、
我
が

国
の
歴
史
と
平
和
の
大
切
さ
を
認

識
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
大
和
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
は
今
日
も
、
人
々
に
平

和
で
あ
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を

啓
蒙
し
て
い
ま
す
。

【
写
真
下
】
大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
集
う
人
々
【
写
真
上
】
「
大
和
」

は
私
た
ち
に
戦
争
の
悲
惨
さ
、
平
和
の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
ま
す

（３） 平成２４年１１月１５日 第１８５０号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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要要
望望
活活
動動
編編
成成
市市

▽
副
会
長
�
滝
川
市
▽
同
�
宮
古

市
▽
同
�
新
発
田
市
▽
同
�
笠
岡

市
▽
同
�
松
山
市
▽
同
�
佐
賀
市

▽
監
事
�
江
別
市
▽
同
�
鹿
角
市

▽
同
�
勝
山
市
▽
同
�
大
月
市
▽

相
談
役
�
旭
川
市

広域協の理事会

財財政政措措置置でで要要望望決決定定
会議終了後に関係各方面へ

広
域
行
政
圏
市
議
会
協
議
会

（
会
長
�
碓
井
宏
政
・
三
島
市
議

会
議
長
）
は
１１
月
２
日
、
東
京
・

都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で
第
６１
回

理
事
会
を
開
催
し
た
。

当
日
は
各
種
協
議
事
項
の
審
議

に
先
立
ち
、
平
成
２３
年
度
歳
入
歳

出
決
算
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
８

月
１
日
に
開
催
さ
れ
た
監
事
会
議

の
結
果
を
、
監
事
を
代
表
し
尾
田

善
靖
・
江
別
市
議
会
議
長
が
報

告
。
歳
入
歳
出
い
ず
れ
も
適
正
で

あ
る
こ
と
が
了
承
さ
れ
た
。

そ
の
ほ
か
会
議
で
は
、
役
員
会

で
了
承
さ
れ
た
広
域
行
政
施
策
に

関
す
る
要
望
案
を
決
定
し
た
。
要

望
で
は
、
「
自
治
体
連
携
に
よ
る

広
域
的
な
事
務
・
事
業
を
行
う
広

域
行
政
施
策
に
対
す
る
財
政
支

援
」
「
情
報
・
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
整
備
、
地
域
医
療
体
制
の
確

保
、
農
林
水
産
業
の
振
興
、
自
然

環
境
の
保
全
等
の
地
域
経
済
基
盤

施
策
に
対
す
る
財
政
支
援
措
置
」

に
つ
い
て
適
切
に
措
置
す
る
こ
と

を
求
め
て
い
る
。

な
お
、
当
日
は
「
こ
れ
か
ら
の

広
域
行
政
・
広
域
連
携
の
あ
り
方

に
つ
い
て
」
と
題
し
、
横
道
清
孝

・
政
策
研
究
大
学
院
大
学
教
授
が

講
演
を
実
施
し
た
。

会会
議議
終終
了了
後後
にに
要要
請請
活活
動動

理
事
会
終
了
後
、
要
望
事
項
の

実
現
を
図
る
た
め
副
会
長
・
監
事

・
相
談
役
に
よ
る
要
請
活
動
班
を

編
成
し
た
�
左
掲
。

当
日
は
、
武
内
則
男
・
民
主
党

企
業
団
体
対
策
委
員
長
代
理
、
奥

野
総
一
郎
・
企
業
団
体
対
策
委
員

会
副
委
員
長
に
対
し
面
談
し
、
要

望
実
現
に
向
け
た
協
力
を
要
請
し

た
。そ

の
ほ
か
、
役
員
市
も
会
議
終

了
後
に
は
、
地
元
選
出
の
国
会
議

員
を
中
心
に
要
請
活
動
を
展
開
し

た
。平成２４年度 第３回

「市町村議会議員特別セミナー」開催
市町村アカデミー主催

市町村アカデミー（市町村職員中央研修所）では、全国の市町村議会
及び東京都２３区議会の議員の皆様を対象として、自治体が直面している
重要課題や時局の話題を取り上げる宿泊型特別セミナーを毎年度開催し
ております。
今回は、来年１月１５日（火）と１６日（水）の２日間、それぞれの分野でご

活躍されている講師による講演、パネルディスカッションを行います。
多くの皆様方のご参加をお待ちしております。

◆日時：平成２５年１月１５日（火）１３：００から
１月１６日（水）１２：２０まで

１月１５日
１３：３０～１５：００ 「どうなる日本経済・地域経済」（講演）
ＮＴＴデータ経営研究所所長・
千葉商科大学大学院名誉教授 斎籐精一郎 氏

１５：１５～１７：００ 「これからの政治の行方」（講演）
読売新聞特別編集委員 橋本 五郎 氏

１月１６日
９：００～１０：１０ 「地方議会の役割と改革の行方」（講演）
法政大学法学部教授・
自治体議会改革フォーラム呼びかけ人代表 廣瀬 克哉 氏

１０：２５～１２：１５ 「どこまですすんだ！議会改革」
（パネルディスカッション）
コーディネーター 廣瀬 克哉 氏
パネリスト 北海道福島町議会 溝部 幸基 議長

千葉県流山市議会 松野 豊 議員
岐阜県高山市議会 中田 清介 議員

※講義の内容等は一部変更になる場合がございます。
◆場 所：市町村職員中央研修所（市町村アカデミー）

（千葉市美浜区浜田１丁目１番）
◆申込期限：平成２４年１１月２２日（木）
◆申込方法：参加申込書（市町村アカデミーのホームページからダウン

ロードできます）をＦＡＸまたは郵送でお送りください。
◆参 加 費：１０，０００円（宿泊費、食費等を含む）
◆決定通知：申込受理後、決定通知に併せて必要な資料を送付いたしま

す。
◆お問い合わせ：� ０４３－２７６－３１２６（研修部）

ＦＡＸ ０４３－２７６－８４８４（申込専用）
〒２６１－００２５ 千葉市美浜区浜田１丁目１番

◆担 当：山本、二条久保 ホームページ http : //www.jamp.gr.jp
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桜
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八
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守
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澤
邦
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薫
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壽
太
郎
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９
・
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）

▽
海
津

赤
尾
俊
春
（
９
・
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）

▽
稲
沢

杉
山
茂
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小
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島
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彰
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行
（
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・
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奥
村
恭
弘
（
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・
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）

▽
名
張

永
岡

禎
（
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・
３
）

▽
和
泉

服
部
敏
男
（
１０
・
３
）

▽
羽
曳
野

小
田
敏
朗
（
１０
・
３
）

▽
い
わ
き

根
本

茂
（
１０
・
４
）

▼
副
議
長

▽
珠
洲

三
盃
三
千
三
（
９
・
６
）

▽
大
洲

宮
本
増
憲
（
９
・
１９
）

▽
能
美

倉
元
正
順
（
９
・
２１
）

▽
桜
川

川
那
子
秀
雄
（
９
・
２１
）

▽
八
潮

大
久
保
龍
雄
（
９
・
２１
）

▽
金
沢

松
井
純
一
（
９
・
２４
）

▽
長
野

小
林
治
晴
（
９
・
２５
）

▽
八
街

小
�
良
則
（
９
・
２５
）

▽
守
山

下
村

勳
（
９
・
２５
）

▽
館
林

青
木
幸
雄
（
９
・
２６
）

▽
裾
野

小
林

俊
（
９
・
２６
）

▽
伊
東

浅
田
良
弘
（
９
・
２７
）

▽
本
巣

�
田
文
一
（
９
・
２７
）

▽
海
津

浅
井
ま
ゆ
み
（
９
・
２７
）

▽
稲
沢

出
口
勝
実
（
９
・
２８
）

▽
小
牧

玉
井

宰
（
９
・
２８
）

▽
鹿
島

松
尾
勝
利
（
９
・
２８
）

▽
胎
内

�
原
市
永
（
１０
・
１
）

▽
柏
原

大
坪
教
孝
（
１０
・
２
）

▽
草
津

竹
村

勇
（
１０
・
２
）

▽
名
張

森
岡
秀
之
（
１０
・
３
）

▽
和
泉

知
覧
正
勝
（
１０
・
３
）

▽
羽
曳
野

松
村
尚
子
（
１０
・
３
）

▽
い
わ
き

遊
佐
勝
美
（
１０
・
４
）

議議
会会
人人
事事

右
か
ら
碓
井
宏
政
・
会
長
、

講
師
の
横
道
清
孝
・
教
授

武内・民主党企業団体対策委員長代理（前列右から２人目）、
奥野・同党企業団体対策委員会副委員長（前列左）に要望
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